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 提案法の効果を明らかにするため，飛越経路 1ホップの基本性能と 1ホップ以上の飛越経路を
含むマルチホップ経路に対する特性について，理論解析およびシミュレーション解析を行った．
飛越経路 1ホップの基本特性では，飛越経路が利用できる距離の範囲内で，パケット伝送成功率，
平均ホップ数，送信に要する消費電力量が改善されることがわかった．さらに，固定されたノー
ド配置であってもフェージング変動によって AODVが様々な経路を構築し，そのホップ数にばら
つきがあることをマルチホップ環境で確認した．ホップ数が多い経路ができた場合に，提案法に
よりパケット伝送成功率と平均ホップ数を大きく改善できることがわかった． 
 以上の研究成果により，提案法が伝送特性および伝送効率を改善できることが示された． 
